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概  要 

 

・応力依存性の顕著な工具材料の弾塑性－損傷構成式の定式化 

・有限要素解析による工程中の工具内応力や塑性変形の解析 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

精密な弾塑性－損傷構成式の利用によって，より正確な評価が可能 

本技術の 

有用性 
CAE による工程設計期間短縮，製造コスト低減 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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前方押出工具の破損形態 

• 繰返し行程におけるき裂進展の様子

N = 100 N = 200 N = 300

N = 500 N = 1000 N = 2500

本手法による前方押出工具の疲労き裂進展の様子． 


